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開会の日時

年月日 令和２年12月17日 木曜日

開 会 午後１時６分

散 会 午後１時15分

場 所

第７委員会室

議 題

１ 米軍人に対し綱紀粛正の徹底を求めることについてに係る意見書及び同抗

議決議の提出について

出 席 委 員

委 員 長 照 屋 守 之 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 仲 里 全 孝 君

委 員 仲 村 家 治 君

委 員 又 吉 清 義 君

委 員 上 里 善 清 君

委 員 瀬 長 美佐雄 君

委 員 比 嘉 瑞 己 君

委 員 玉 城 健一郎 君

委 員 山 里 将 雄 君

委 員 新 垣 光 栄 君

委 員 當 間 盛 夫 君
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委員外議員 なし

欠 席 委 員

委 員 小 渡 良太郎 君

委 員 金 城 勉 君

（開会前に、委員長から昨日の委員会において意見書・抗議決議を全会

一致にするための配慮が足りなかったため、本日の委員会で改めて意

見書・抗議決議について協議し、全会一致にしたいとして、各委員に

理解を求めた。また、再度委員会を開催することになり、委員に御足

労をかけたことについて謝罪した。）

○照屋守之委員長 ただいまから、米軍基地関係特別委員会を開会いたします。

米軍人に対し綱紀粛正の徹底を求めることについてに係る意見書及び同抗議

決議の提出についてを議題といたします。

休憩いたします。

（休憩中に、意見書及び抗議決議の提出の可否、文案及び提案方法等に

ついて協議した結果、意見書び抗議決議を提出すること、提出者は本

委員会の全委員とし、提案理由説明者は委員長とし、要請方法は、文

書送付することで意見の一致を見た。）

○照屋守之委員長 再開いたします。

お諮りいたします。

議員提出議案としての米軍人に対し綱紀粛正の徹底を求める意見書及び同抗

議決議については、お手元に配付してあります案のとおり提出することとし、

提出方法等については、休憩中に御協議いたしましたとおり決することに御異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○照屋守之委員長 御異議なしと認めます。

よって、さよう決定いたしました。

以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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沖縄県議会委員会条例第27条第１項の規定によりここに署名する。

委 員 長 照 屋 守 之


